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平安時代に生きた人々の祈り ―通常非公開の仏像も登場！ 
 

 大河ドラマで注目が集まる平安時代―紫式部や藤原道長が生きたこの時代は、都の貴族がつづった日

記や書物を手掛かりに、当時の信仰や人々の生き方、習俗を今も知ることができます。しかし都から遠く離

れた地方の様子は、文献資料も乏しく、うかがい知ることはできません。 

 仏教館では、当館の長年にわたる伊豆半島の仏像調査から、平安時代に造られた仏像に注目し、地方

に生きた人々の信仰を、仏像から探る特別展『仏像でみる伊豆の平安時代』を開催します。 

 近代館は企画展『ものがたりをよむ』を同時開催いたします。当館コレクションから、新収蔵・初公開とな

る小林古径≪井筒≫を中心に、画家たちが魅了され生み出された、さまざまな物語を描いた絵の世界を

ご紹介いたします。 

 

展覧会概要 

１）展覧会名  【仏教館】 特別展 仏像でみる伊豆の平安時代 

【近代館】 企画展 ものがたりをよむ 

 

２）会期   2024年 10月 5日（土）～2025年 1月 13日（月・祝）  101日間 

       ＊会期中無休 

 

３）開館時間 9：30–16：30（最終入館は 16：00まで） 
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４）会場   上原美術館 仏教館・近代館 

〒413-0715 静岡県下田市宇土金 341 

 

５）料金   一般 1,000円／学生 500円／高校生以下無料 

※団体 10名以上 10％割引 

※障がい者手帳をお持ちの方は半額になります 

 

６）ギャラリートーク 

   展覧会をより深くお楽しみいただける、作品解説を行います。 

   開催日時 展覧会会期中の毎月第 3土曜日 

          【近代館】10：00～ 【仏教館】11：00～  各回約 45分 

   参加方法 時間になりましたら展示室へお集まりください。※要入館券 

     

―展覧会の見どころ 

【仏教館】 仏像でみる伊豆の平安時代 

■ 仏像から平安時代の地方の息吹を感じる 

平安時代に造られた仏像は伊豆各地に伝えられています。本展では、往時の信仰を考える糸口と

なるような仏像の数々をご紹介します。 

三島市安久
やすひさ

・長福寺
ち ょ う ふ く じ

には等身大の仏像が 3 体伝わっています。今までほとんど知られることがなか

った本像は、当館の調査から平安時代に造られた仏像ということが分かりました。寺外で 3 体すべてそ

ろっての公開は本展が初めてとなります。本像が伝わった三島市安久は大場
だ い ば

川
がわ

に近くに位置し、近辺

では仏面が描かれた土器が発掘されており、本像とのかかわりも考えられます。 

■ 秘仏や非公開の仏像が登場！ 

河津町峰・善光
ぜんこう

庵
あん

の十一面観音像（静岡県指定文化財）は伊豆の横道
よ こど う

三十三観音霊場の霊場
れいじょう

第

16 番札所の本尊
ほんぞん

です。近くの同町谷津・南禅寺
な ぜ ん じ

の仏像群（国指定重要文化財）との関連もある本像

は、伊豆を代表する 10世紀彫刻です。 

南禅寺の周辺地域には古仏
こ ぶ つ

が点在し、本展で出品される下田市須原
す は ら

・法雲寺の如意
に ょ い

輪
り ん

観音
かんのん

像も

そうした作例の一つです。10世紀に造られた如意輪観音像としては、東日本最古を誇る仏像で、当時

の伊豆南部地域の信仰を考える上で貴重な作例です。 

松崎町に伝わる薬師三尊像（指川区
さ し か わ く

）、不動三尊像（松尾区
ま と お く

）もふだんは公開されていない仏像で

す。本展では、60年に一度に開帳される秘仏
ひ ぶ つ

や非公開の仏像を展示いたします。 
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【近代館】 ものがたりをよむ 

■ 画家たちを魅了した豊かな物語の世界 

    古くから人々に親しまれてきた「ものがたり」は、歴史や文化を越えて、自由に想像の世界を楽しむ

ことができます。そして、そこに広がる豊かな世界に心ひかれた画家たちによって、多くの魅力的な絵

画が生み出されてきました。本展では、新収蔵・初公開となる小林古径
こ け い

≪井筒
い づ つ

≫を中心に、画家た

ちが描き出した物語の世界をご紹介いたします。 

小林古径≪井筒≫は、平安時代に著された歌物語『伊勢物語』に主題をとった作品で、二人の幼

子が井戸の周りで遊ぶ姿が描かれています。将来を誓い合う二人の無垢な様子を、古径は柔らかな

色彩で瑞々しく表現しています。 

 

―主な出品予定作品 

［仏教館］  

1.≪十一面観音像≫ 平安時代 河津町峰・善光庵 ※静岡県指定文化財 

2.≪薬師如来像≫ 平安時代 三島市安久・長福寺 ※寺外初公開 

3.≪如意輪観音像≫ 平安時代 下田市北の沢・法雲寺 ※通常非公開 

4.≪不動明王像≫ 平安時代 伊豆市大平・金龍院 ※静岡県指定文化財   ほか 

 

［近代館］  

1. 小林古径≪井筒≫ 昭和 25(1950)年頃 紙本着色 49.3×63.5㎝ ※新収蔵・初公開 

2. 小林古径≪芥川≫ 大正 15(1926)年頃 紙本着色 47.5×75.0㎝ ほか 
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―広報用画像 

 

本展紹介記事等を記載される場合、以下の画像と展覧会チラシデータをご提供できます。 

電話、またはメールにてご連絡ください。 

※画像掲載をする場合、作品クレジットの明記をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ：公益財団法人 上原美術館 

【近代館】土屋絵美 【仏教館】田島整 

〒413-0715 静岡県下田市宇土金 341  

Tel. 0558-28-1228 / Fax. 0558-28-1227 

E-mail: info@uehara-museum.or.jp 

1.≪十一面観音像≫平安時代 

河津町峰・善光庵 

※静岡県指定文化財 

3.≪如意輪観音像≫平安時代 

下田市北の沢・法雲寺 

※通常非公開 

2.≪薬師如来像≫平安時代 

三島市安久・長福寺 

※寺外初公開 

5.小林古径≪井筒≫  

昭和 25(1950)年頃  

※新収蔵・初公開 4.≪不動明王像≫平安時代 

伊豆市大平・金龍院 

※静岡県指定文化財 


